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御
由
緒

粉
河
祭

た
の
も
し
の
宮

粉
河
寺
本
堂
後
方
に
鎮
座
す
る
当
社
は
鎮
守
神

と
し
て
天
之
忍
穂
耳
命
、
丹
生
津
比
命
を
ま
つ

り
、別
名「
た
の
も
し
の
宮
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

丹
生
津
比
賣
命
は
、
上
丹
生
谷
に
あ
る
丹
生
神

社
よ
り
延
暦
年
間（
七
八
二-

八
〇
六
）に
、
粉

河
寺
の
創
立
者
大
孔
子
古
の
息
子 

船
主
が
粉
河

寺
内
に
勧
請
し
た
と
さ
れ
、
ま
た
、
天
之
忍
穂
耳

命
は
同
時
期
に
東
野
に
あ
る
王
子
神
社
か
ら
勧

請
し
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

戦
国
時
代
の
粉
河
寺
の
境
内
を
描
い
た「
粉
河
寺

参
詣
曼
茶
羅
」に
は
、当
地
に
六
つ
の
社
が
描
か
れ

て
お
り
「
六
社
壇
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。ま
た

『
平
家
物
語
」に
は「
霊
験
無
双
之
六
祠
」と
六
つ

の
祠（
丹
生
大
明
神
社
、若
一
王
子
権
現
、伊
勢
大

神
宮
、熊
野
権
現
、吉
野
三
十
八
所
、三
百
余
社
）

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

紀
州
三
大
祭「
粉
河
祭
」

は
、
古
式
に
従
い
渡
御

が
し
め
や
か
に
行
わ
れ

ま
す
。前
日
の
宵
祭
に
は

村
の
氏
子
に
よ
る「
だ
ん

じ
り
」
が
引
き
廻
さ
れ

ま
す
。

※

お
車
の
場
合
は
粉
河
寺
大
門
前
か
ら
入
り
、お
近
く
の

　
駐
車
場
を
お
使
い
く
だ
さ
い（
有
料
） 

※

社
務
所
を
留
守
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
お
越
し
の
際
は
事
前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。　
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